
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１４７０１

基盤研究(B)

2013～2011

言語と物質性からみた地理的モダニティの構築に関する地理学史的研究

Languages, Materiality, and the Construction of Geographical Modernities

６０２１６０７５研究者番号：

島津　俊之（Shimazu, Toshiyuki）

和歌山大学・教育学部・教授

研究期間：

２３３２０１８４

平成 年 月 日現在２６   ５ １０

円    13,800,000 、（間接経費） 円     4,140,000

研究成果の概要（和文）：本研究は，近代地理学的な諸概念や諸言説がいかに近代的諸空間の構築に役立ってきたか，
また，逆に近代的諸空間がいかに近代地理学的な諸概念や諸言説の構築に作用してきたかを解明した。具体的には，近
代地理学と近代空間の双方を，「地理的モダニティ」という新しい概念のもとで統合的に理解し，それらの動態を言語
と物質性の相互作用の側面から把握した。研究成果は，国内における研究集会の開催や，国際地理学連合京都国際地理
学会議におけるセッションの開催を経て，和文報告書2冊と英文報告書1冊として結実した。

研究成果の概要（英文）：Our research group studied how modern geographical concepts and discourses have co
ntributed to the construction of modern geographical spaces and how those modern geographical spaces have 
in turn contributed to the formation of modern geographical concepts and discourses. In particular, we pro
posed to synthesize modern geographical discourses and modern geographical spaces into a new integrating c
oncept of "geographical modernities." We investigated the construction of geographical modernities in term
s of the mutual interconnection between languages and mateliality. As research output we launched three re
search reports, two of which are in Japanese and one in English.
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は，英語圏を知的発信源とする，地
理学史研究の「二度の転回」を初発のバック
グラウンドとしてなされた。一度目は，1970
年代後半以降の地理学史研究において隆盛
をみたコンテクスチュアル・アプローチと，
それに伴うアカデミア外部への注目を前史
とする「批判論的転回」であり，1990 年代初
頭に生じた。これは言語論的転回や構築主義，
批判理論等を哲学的背景とし，何が地理学と
して構築されてきたかをアカデミア・官庁・
民間に跨って探究するものであった。そこで
は，学史叙述への研究者言語の介入に自覚的
な立場から，近代の国民国家形成や帝国主義
との複雑な関係性が問題化された。二度目は，
批判論的転回の部分的帰結として 1990 年代
半ばに生じた「空間論的転回」である。これ
はポストモダニズムを哲学的背景とし，地理
思想・実践や地理的知識の空間的拘束性や空
間的差異を問題化するものであった。 
 これらに加え，本研究の次発のバックグラ
ウンドをなしたのが，やはり英語圏を発信源
とする社会・文化地理学の「物質論的転回」
であった。これは 1990 年代の文化論的転回
における言語や表象への傾斜の反動として
2000 年代に生じ，そこでは社会・文化事象の
物質性とその役割が相関論的に捉え直され
た。この流れは，地理学史研究を，物質性を
もつ地図や写真等も含めつつ上記の「二度の
転回」の文脈で再検討しようとする本研究に
とって，無視できない内容を有していた。 
 さらに，本研究の重要な実践的ルーツとし
て，1980 年の国際地理学連合（IGU）地理思
想史コミッションの京都集会が挙げられる。
そこでは“The Languages of Geography and 
of Geographers”をテーマとし，テクスト・
地図・数式等を地理的知識が伝達される言語
媒体として等置し，それらの階層的かつ空間
的な差異が議論された。これは本研究の淵源
というべき科研グループにより準備され，後
の空間論的転回や物質論的転回の萌芽を潜
在的に宿す画期的集会であった。 
 本研究は，かかる複数のルーツやバックグ
ラウンドの上に立ち，言語と物質性の相互連
関という観点から，近代地理学と近代空間の
構築を相関論的に捉えることをめざした。 
 
２．研究の目的 
本研究は，近代の地理思想・実践とそれら

の物質的側面を「地理的モダニティ」という
新概念で包摂し，それらの構築・受容過程の
一般的特性と差異を言語と物質性の相互連
関の観点から解明し，成果を国際的に発信す
ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
本研究では，理論・方法論系研究班，言説・

図像系研究班，実践・空間系研究班の三班で
研究課題を分担した。個々の研究者は，文
献・統計・地図・写真・地物・肉声といった

諸資料を国内外で収集し，それらの読解・分
析，および科研グループの研究集会を通じて
研究目的の達成をめざした。科研グループの
研究集会は以下の通り開催された。①平成 23
年 9 月 24 日～26 日，公立学校共済組合保養
所豊泉荘（別府市），5 名発表，②平成 24 年
3 月 21 日～22 日，てんぶす那覇（那覇市），
11 名発表，③平成 24年 11 月 3日～4日，公
立学校共済組合奈良宿泊所春日野荘（奈良
市），5名発表，④平成 25年 12 月 27～28 日，
休暇村紀州加太（和歌山市），5名発表。 
 
４．研究成果 
 地理的モダニティの構築の諸相が，言語と
物質性の相互連関の観点から多面的に明ら
かにされ，研究成果の国際的な発信がなされ
た。科研メンバーが参加・発表した主な国際
学会は以下の通りである。①平成 23 年 8 月
16～20 日，第 6回批判地理学国際会議（ドイ
ツ・フランクフルト），6 名発表，②平成 24
年 2 月 13～16 日，第 6 回東アジアオルタナ
ティヴ地理学地域会議（マレーシア・スラン
ゴール州），3 名発表，③平成 24 年 8 月 6～
10 日，第 15回歴史地理学国際会議（チェコ・
プラハ），4名発表，④平成 24 年 8月 26～30
日，第 32 回国際地理学会議（ドイツ・ケル
ン），7名発表，⑤平成 25 年 8月 4～9日，京
都国際地理学会議，5 名発表。これらのうち
⑤に関しては，IGU 地理学史コミッション及
び人文地理学会地理思想研究部会と連携し
つつ，“Languages, Materiality, and the 
Construction of Geographical Modernities”
と題するセッションを開催した。 
 出版物に関しては，和文報告書として，平
成 25 年 3 月に『空間・社会・地理思想』第
16 号を刊行した（129 頁）。これには論文 3
篇，研究ノート 1 篇，翻訳 3 篇が掲載され，
うち論文 2篇，研究ノート 1篇，翻訳 2篇が
科研メンバーによる寄稿であった。平成 26
年 3 月には『空間・社会・地理思想』第 17
号を刊行した（82 頁）。これには論文 3 篇，
翻訳 1篇，特別寄稿 1篇が掲載され，うち論
文 3篇，翻訳 1篇が科研メンバーの寄稿であ
る。また，英文報告書として，同じく平成 26
年 3月に“Languages, Materiality, and the 
Construction of Geographical Modernities: 
Japanese Contributions to the History of 
Geographical Thought (10)”を刊行した（118
頁）。全て科研メンバーの手になる，イント
ロダクションを含めて8篇の論文が掲載され
ている。 
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